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考　　　察
　渡米した頃の時代は皮膚科においては、国内
では一流の英文雑誌に掲載できるような医学論
文はほとんど作成できない状態であった。した
がって、アメリカの留学は研究したい者にとっ
て夢の実現の第一歩であった。アメリカに行っ
て、早速、マイクロテクニックを教えられて、
四苦八苦しながらも皮膚科の一流雑誌に掲載さ
れる論文が出来た。しかし、ある時、肝臓など
の臓器においてcAMPの機能が注目され、研究
テーマであった皮膚疾患の乾癬の病因論に当て
はまるに違いない、と胸をわくわくさせたが、
あいにく、その研究所には猿などの動物しか居
らず、結局、アメリカの某大学の皮膚科でその
研究発表がなされて、悔しい思いをした。次い
で、イタリアにては乾癬患者さんのサンプルを
得ることが出来て、アメリカでの技術を応用し
て乾癬表皮におけるエネルギー代謝のコント
ロールについて検索できた。結局、乾癬病巣表
皮でもよくコントロールされていることが証明
されて、長年の問題を沈静化してしまった。山
形大学に来て、ヒトと動物の両方をふんだんに
実験対象に出来るようになり、培養法を主なる
手段として研究を行った。
　乾癬の病因論はその時代の学問の風潮に合わ
せて、次々と変化してきており、cAMP説もそ
のひとつであった。乾癬は表皮が非常な勢いで
増殖が盛んになり、しかも角化が、不完全にな
る多因子性遺伝の皮膚疾患である。世界的に頻
度の高い疾患であり、特にコーカシア人種にお
いては全人口の１～３％にあるといわれてい
る。我が国では人口の０．１％以下といわれてい
る。多種多様な異常がみつかっており、非常に
多数の研究論文が排出されている。皮膚科の研
究者にとっては一度は興味を持つ研究対象であ
る。乾癬病因論は腫瘍と平行しており、初期に
は、エネルギー代謝の異常説、次いでcAMP説、
そしてEGFレセプター説、アラキドン酸・カス
ケード説、好中球説、リンパ球説、STATT-4説、
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表皮細胞に魅せられて
TACE説と変遷してきた。しかし、これからも
変遷する可能性があり、将来、私見では、再生
医学的発想が必要であり、体外で乾癬病巣を再
現可能にするまでにいたるべきものと思う。そ
うであれば、我々がやってきた器官培養をさら
に発展させて行くと良いことになる。われわれ
が辿ってきた道は地味ではあったが正しい方向
ではなかったか？
　私が８年近く欧米で放浪（？）して来た時、
痛切に感じたことは、ヒトの疾患で動物モデル
のないものにおいては、患者を離れては研究が
出来ないということであった。臨床家がなぜ忙
しい中、研究しなければならないのか、という
当初の疑問にたいして、ヒトの病気は、それを
診る臨床家しか扱えないものであり、とくに専
門科にいたれば専門医しかできない研究という
結論になる。基礎研究者はタッチできないので
あり、その部門での研究はその臨床家の特権で
あり義務であると思う。
　研究発表においては、そのジャーナルのイン
パクトファクターが高いからといって、かなら
ずしも引用回数が比例するものではない。イン
パクトファクターがかなり低いものではやはり
引用回数が低迷するようである。しかし注意し
なければならないのは、両者が低くても、その
論文の内容に発展的ヒントが隠されていること
があるということである。
　いずれにしても、小生のやってきた研究は未
完成であり、退職後も機会を作って、目標を
絞って継続して行けるように願っている。
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略　　歴
１９４０年１０月　　台湾　基隆市に生まれる
１９６０年４月　　北海道大学医学進学過程入学
１９６６年３月　　北海道大学医学部医学科卒業
１９６６年４月　　北海道大学医学部附属病院インターン
１９６７年４月　　北海道大学大学院医学科皮膚科学入学
　　　　　　　８年後退学
１９６８年６月―１９７１年１１月
　　　　　　　大学院休学して、オレゴン州立霊長類研究所
　　　　　　　皮膚生理学部門留学（オレゴン州）
１８７１年１２月―１９７２年１１月
　　　　　　　イタリア・パビア大学医学部皮膚科留学
１９７２年１２月―１９７６年２月
　　　　　　　フランクフルト、マックスプランク研究所
　　　　　　　（生物物理学部門）留学（途中、助手に昇進）
１９７６年６月　　山形大学医学部助手
１９７６年１０月　　山形大学医学部附属病院皮膚科講師
１９８１年１２月　　山形大学医学部皮膚科助教授
１９９２年１１月　　山形大学医学部教授
１９９９年８月　　山形大学医学部附属病院長補佐（翌年３月まで）
２０００年４月　　山形大学附属図書館長・評議員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２００２年３月まで）
２００６年３月　　山形大学医学部教授　定年退職
所属学会　　　　日本皮膚科学会評議員
　　　　　　　　日本乾癬学会理事
　　　　　　　　日本毛髪科学研究会世話人
皮膚科学講座
